
や  す  く  に   平成29年 11月 1日 (4)

半
進
‘
‘
‘
を
Ｆ
ｔ
ｔ
推
進
遣
‘
Ｌ
迄
推
進
柴

霜
裏
千
家
献
茶
式
　
　
　
　
　
¨

¨
　
鵬
雲
齋
千
玄
室
大
宗
匠
　
¨

一̈　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
仕
¨

＊
オヽ
ヽヽ
ヽ
半ヽ
ヽゞ
ヽヽ
ゞ
ゞ゙
ゞゞ
斗，ゞ

，ヽヽ
ヽヽ
ゞヽ
ヽゞ
ドドヽ
ヽヽ

ホヽ

秋
季
例
大
祭
を
奉
祝
す
る
献

茶
式
が
、
去
る
十
月
四
日
、
裏

千
家
の
鵬
雲
齋
千
玄
室
大
宗
匠

奉
仕
に
よ
り
、
拝
殿
に
て
厳
か

に
執
り
行
わ
れ
た
。

大
宗
匠
は
大
学
二
年
の
昭
和

十
八
年
、
学
徒
動
員
で
海
軍
に

入
隊
。
航
空
隊
に
配
属
さ
れ
、

特
攻
隊
を
志
願
し
た
直
後
、
終

戦
を
迎
え
た
と
い
う
経
歴
を
お

持
ち
で
、
当
神
社
の
献
茶
式
で

は
特
別
な
想
い
に
よ
り
長
年
に

亘
り
奉
仕
さ
れ
て
い
る
。

当
日
は
、
招
待
者
や
門
人

四
九
〇
名
が
参
列
す
る
中
、
午

前
十
時
よ
り
献
茶
式
が
始
ま

り
、
神
職
が
献
茶
道
具
を
は
じ

め
大
宗
匠
以
下
参
列
者
を
祓
い

清
め
、
本
殿
で
の
献
供
の
儀
に

続
い
て
、
齋
主
が
献
茶
式
執
行

を
奉
る
祝
詞
を
奏
上
し
た
。
次

い
で
大
宗
匠
が
、
拝
殿
に
お
い

て
中
央
に
設
け
ら
れ
た
御
点
前

座
に
進
み
、　
濃
茶

・
薄
茶
の
順

に
献
点
、
神
職
が
こ
れ
を
神
前

に
お
供
え
し
た
。

献
茶
が
終
わ
る
と
、
大
宗
匠

以
下
順
に
本
段
へ
と

参
拝
し
た
。

献
茶
式
終
了
後

は
、
境
内
の
洗
心
亭
・

靖
国
会
館

・
啓
照
館

の
三
席
で
第
六
十
三

同
奉
賛
茶
会
が
催
さ

れ
、
境
内
は
終
日
和

服
姿
の
間
人
や
招
待

者
で
賑
わ

っ
て
い

た
尚
、
裏
千
家
に
よ

る
献
茶
式
は
、
昭
和

十
七
年
十
月
四
日
に

初
め
て
奉
仕
さ
れ
て

以
来
恒
例
と
な

っ
て

い
る
．

御点前を奉仕する大宗匠

都
内
中
学
生
が

職
場
体
験
学
習
に
来
社

九
月
十
三
日
よ
り
十
五
日
の

間
、
世
田
谷
区
立
太
子
堂
中
学

校
の
本
村
幸
太
郎
君
と
練
馬
区

立
練
馬
東
中
学
校
の
波
里
真
珠

子
さ
ん
が
靖
國
神
社
で
の
職
場

体
験
学
習
の
為
来
社
し
た
。

職
場
体
験
学
習
は
学
ぶ
こ
と

や
働
く
こ
と
の
意
義
等
を
理
解

す
る
目
的
で
文
科
省
指
導
の
も

と
全
国
的
に
広
く
行
わ
れ
て
い

る
。
今
回
、
二
名
は
自
ら
当
神

社
で
の
体
験
を
希
望
し
、
当
日

は
白
衣
姿
に
て
神
札
授
与
所
で

の
参
拝
者
応
対
を
始
め
、
．祀
行

な
ど
神
社
業
務

・
神
道
に
つ
い

て
学
ん
だ
。
今
後
も
神
社
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
こ

と
が
で
き
た
ら
幸
い
で
あ
る
。
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神札授与所で学ぶ生徒

第
二
十
六
回
鳩
魂
塔
慰
霊
祭

去
る
九
月
十
八
日
、
鳩
魂
塔

慰
霊
祭
が
鳩
魂
塔
前
に
て
執
り

行
わ
れ
、
主
催
で
あ
る
鳩
魂
塔

奉
賛
会
の
山
本
雅
嗣
会
長
以
下

愛
鳩
家
六
十
七
名
が
参
列
し

た
。鳩

魂
塔
は
伝
書
鳩
の
霊
を
慰

め
る
為
、
昭
和
四
年
、
東
京
中

野
の
陸
軍
電
信
隊
内
に
建
て
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
上
野
恩
賜
公

園

へ
の
移
設
を
経
て
、
昭
和

五
十
七
年
、
同
会
に
よ
り
靖
國

神
社
に
て
復
元
、
奉
納
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

当
日
は
晴
天
の
下
で
祭
典
が

厳
か
に
執
り
行
わ
れ
、
祭
典
後

に
は
、
お
よ
そ
百
羽
の
白
鳩
が

一
斉
に
放
た
れ
た
。

一斉に飛び立つ白鳩

額

奉

納

こ
の
度
、
多
く
の
篤
志
家
よ

り
高
額
の
奉
納
が
あ
り
ま
し

た
。
五
十
万
円
以
上
奉
納
の
方

に
限
り
、
御
芳
名
を
掲
載
さ
せ

て
戴
き
、
改
め
て
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

全
祭
神

大
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県
）

谷
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谷
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満
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海
道
）

十

一
月

の
献
華

献
華
協
會
会
員
に
よ
る

十

一
月
の
献
華
は
次
の
社

中
の
方
々
で
す
．
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